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研究成果の概要（和文）：本研究では，母親による絵本の読み聞かせが子どもの認知発達に果たす役割を解明す
るための研究資源を体系的に蓄積することを目的として， 絵本レビューサイトに投稿された絵本レビューを研
究資源として利用した．特に，絵本レビューにおいて母親が描写した子どもの認知発達的反応に対して，発達心
理学の知見に基づき類型化を行い，それらの発達的反応事例を推薦理由として母親に絵本を推薦するシステムを
作成した．以上の枠組みにより発達心理学における研究資源の蓄積を行った．

研究成果の概要（英文）：In this project, in order to examine how the stimuli of picture books 
induces a variety of reactions in infants, we take an approach of applying a text mining technique 
to a large amount of the reviews on picture books written by their parents or the childcare 
personnel. The underlying purpose of this study is to establish a systematic framework of 
accumulating the resources of the developmental psychology research. We further classify 
subcategories of an infant's developmental reactions as well as picture books according to the 
findings reported in the developmental psychology literature. Then, we develop a system for picture 
book recommendation which presents infant's developmental reactions to picture books. Finally, we 
examined the accumulated resources of the developmental psychology research from the perspectives of
 their sources as the observation of the recorded video and the picture books reviews.

研究分野： 情報工学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，絵本レビューを有効に活用することにより，絵本がどのような発達的反応を子どもにもたらすのか
の詳細な事例を大量に蓄積できることを示した．さらに，本研究の枠組みにより，絵本の種類や子どもの年齢
等，多様な条件のもとでの子どもの発達的反応の差異について，発達心理学における研究資源の蓄積が可能とな
ることが示されており，その学術的・社会的意義は大きい．これらの意義をふまえ，今後の研究により，従来の
発達心理学における研究資源である映像データに対する位置付けを明らかにすることによって，絵本レビューが
持つ研究資源としての価値を明確にすることが期待される．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
子どもの認知発達メカニズムの解明は，発達心理学の重要課題の一つであり，人類の最大の関心
事の一つである．その中でも，絵本が子どもの認知発達に果たす役割については，早くから研究
がなされ，母親が子どもに絵本を読んで聞かせ教える内容だけが重要なのではなく，絵本を媒介
として母親が子どもとのコミュニケーションを確立するプロセスが重要であることが分かって
きた(石川・前川「絵本を媒介とした母親と子どもの読み活動に関する研究の動向」心身障害学
研究, 24(2000)，Fletcher&Reese, “Picture Book Reading with Young Children: A Conceptual 
Framework”, Developmental Review, 25(2005)等)．発達心理学では，そのメカニズム解明の
ため，仮説に基づいて，母親が子どもに絵本を読んで聞かせる際の条件を様々に変化させ，後の
認知発達における差異を測定して仮説を検証するという地道な活動を続けている．しかし，絵本
の種類，子どもの年齢，母親によるコミュニケーションの取り方等，実験条件が多岐に渡るのに
対して，各研究者が各々の興味の対象に対して独自の設定で研究を行なっているのが現状であ
り，体系化・組織化された研究体制の欠如が大きな課題である． 
 
２．研究の目的 
本研究では，母親による絵本の読み聞かせが子どもの認知発達に果たす役割を解明するための
研究資源を体系的に蓄積することを目的として， 絵本レビューサイト(国内最大サイト絵本ナ 
ビ:http://www.ehonnavi.net/)に投稿された絵本レビューを研究資源として利用する．特に，絵
本レビューにおいて母親が描写した子どもの認知発達的反応に対して，発達心理学の知見に基
づき類型化を行い，それらの発達的反応事例を推薦理由として母親に絵本を推薦するシステム
を作成する．以上の枠組みにより発達心理学における研究資源の蓄積を行う． 
 
 
３．研究の方法 
本研究では，(1) 絵本レビューにおける子どもの発達的反応の抽出，(2) 絵本レビューにおける
子どもの発達的反応の閲覧および類型化，(3) 絵本推薦システムの仕様設計と実装，の順で研究
を行うことによって，絵本レビューから抽出した子どもの発達的反応事例を推薦理由とする絵
本推薦システムを作成する．さらに，絵本レビューにおける子どもの反応の描写事例，および，
母親が子どもに絵本読み聞かせを行った映像データにおける子どもの反応の描写事例の間の対
照分析を行う．これにより，本研究の成果により蓄積される発達心理学の研究資源に対する検証
を行う方式について研究を行う． 
 
４．研究成果 
(1) 絵本ナビにおいてレビュー数上位の絵本 100 冊に対する 27,000 レビューを対象として，子

どもの発達的反応を抽出するテキスト解析システムを作成した．まず，発達心理学の文献
(秋田・増田「絵本で子育て」岩崎書店(2009)他，数件)に記載のある反応事例を収集し，表
の形式にまとめる．次に，各反応分類に対して，絵本レビュー中の発達的反応描写表現を
選定し，レビュー中の該当箇所を抽出するテキスト解析システムを実装した． 
 

(2) (1)で作成した「絵本レビュー中の子どもの発達的反応抽出システム」によって収集した発
達的反応事例を閲覧するため，特に子どもの反応がよく観測される絵本数十冊を選定した．
これらの絵本に対して，各反応分類が観測される絵本群の細分類を行い，絵本の内容の傾
向ごとに発達的反応事例が閲覧できるようにした．この機能においては，さらに，子ども
の年齢ごとの反応の分布の違いを測定し、年齢の違いを考慮した絵本群の細分類を実現し
た． 

 
(3) 絵本推薦システムの仕様設計のための事例研究として，子どもの認知発達的反応の中でも，

1-2 歳代の子どもにおいて頻出する「指さし」反応に着目した．そして，絵本レビューにお
いて「指さし」反応が高頻度で観測された絵本として「きんぎょがにげた(五味太郎作，福
音館書店)」を対象絵本として，1-2 歳代の子どもを対象とした絵本読み聞かせ後の絵本レ
ビューデータから収集した 33 エピソード，および，1歳 1ヶ月から 2歳 4ヶ月の子どもに
対して母親が読み聞かせを行った様子を撮影した映像データから収集した，「発声を伴う指
さし」の 76 エピソードの比較分析を行った． 

 
(4) 絵本レビューデータおよび絵本読み聞かせ映像データの比較分析においては，「発声を伴う

指さし」の機能を 10種類に分類し，その頻度分布の比較分析を行った．その結果，特に高
頻度な機能の頻度分布における大局的な比較分析においては，両データの間で十分な相関
が見られ，絵本読み聞かせ映像データに対する絵本レビューデータの信頼性が十分に認め
られた．これにより，絵本レビューデータにおける子どもの反応を推薦根拠として絵本推
薦システムを設計することの正当化を確認することができた．また，それ以外の詳細な比
較分析においては，相対的に低頻度な機能における頻度分布の割合において，絵本読み聞
かせ映像データにおける割合の方が相対的に高い傾向が見られ，この点に関しては，絵本
推薦システムの仕様設計における補正が必要となることが判明した． 



 

(5) (3)，(4)をふまえて，絵本レビューにおいて子どもの認知発達的反応の記述数の多い絵本
を中心とした絵本推薦方式の設計および実装を行った．この絵本推薦方式の設計において
は，推薦対象の絵本群の特徴として，「指さし」にとどまらず，手・指の身振りを伴う広範
囲の子どもの反応を誘発することが絵本レビューの分析から判明した数十種類の絵本を類
型化して推薦する仕様を設計した．同様に，手・指の身振りを伴う広範囲の子どもの反応
に対して，絵本レビューから広範囲の子どもの反応を網羅的に収集し，発達心理学の成果
に基づき，子どもの反応の種類を類型化する方式を考案した．以上の子どもの反応，およ
び，絵本の類型に基づき絵本を推薦する方式の設計および実装を行った． 

 

(6) 絵本レビューにおける子どもの認知発達的反応の記述傾向と，絵本読み聞かせ映像データ
における子どもの認知発達的反応の観測傾向との比較分析を行った．ここでは，特に，母
親によって主観的に記述されるレビューと，絵本読み聞かせ映像データの分析者による客
観的な分析結果の間に一定の相関が見られることを確認した．具体的には，レビューにお
いて，母親自身が子どもの発達的変化を期待する気持ちを表現する様子が観測されるのに
対して，映像データにおいては，子どもの発達的変化を積極的に促そうとする母親の様子
が観測されており，両者において母親が子どもの発達的変化に期待しているという共通の
構図を観測することができた． 
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